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研究成果の概要 

本研究は、巨大な磁気-電気結合効果を有する界面マルチフェロイク材料の開発と探索手法の

構築、さらにはその応用展開を目的としている。本年度は、①新規界面マルチフェロイク材料の開

拓、②巨大磁気-電気結合効果の物理起源の解明、③界面マルチフェロイク薄膜の作製手法の開

発、④強磁性/強誘電性界面熱伝導特性の評価手法の構築について、研究を実施した。 

谷山グループでは、人工フェリ磁性体、磁性酸化物と強誘電体とからなる界面マルチフェロイク

構造を作製し、電界による磁気特性の変調効果について調査した。その結果、人工フェリ磁性体

の層間磁気結合に依存した磁気異方性の電界効果を見出し、さらに磁性酸化物の磁気ダンピン

グの電界制御に成功した。浜屋グループでは、強磁性 Heusler 合金と強誘電体とからなる界面マ

ルチフェロイク構造において発現する巨大磁気-電気結合効果の物理起源が、結晶方位に依存す

る軌道磁気モーメントの電界効果に起因することを明らかにした。さらに垂直磁化薄膜を利用した

界面マルチフェロイク材料において世界最高値の磁気-電気結合定数を見出すことに成功した。ま

た、谷山グループにより作製された強誘電体薄膜と強磁性 Heusler 合金とからなる薄膜界面マル

チフェロイク材料の高品質化に成功した。木村グループでは、強磁性/強誘電性界面における熱伝

導特性の評価手法を開発し、電界による熱流の制御を実証した。一方、合田グループでは、計算

科学の手法に基づき、実験グループにより実証された巨大磁気-電気結合定数の起源を第一原理

計算により明らかにするとともに、人工フェリ磁性体における磁気結合の電界制御を実証するデバ

イス構造を提案した。 

以上、界面マルチフェロイク構造の創製と巨大磁気-電気結合の物理起源の解明を、実験・計算

の双方から包括的に実施した。 
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